
 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 大迫 誠 

 

「子どもたちなりに考えている姿に感心します。」…これは，

ブランコで遊んでいる子どもたちを見ながら，他校と兼務して

いる学校職員が言った言葉です。誰でも一度は座って漕いだこ

とがあるであろう学校や公園にある代表的な遊具“ブランコ”

ですが，この使い方についてはそれぞれの学校で不思議と様々

なルールがあります。例を挙げると，「立って乗ってはいけな

い」「二人乗り禁止」「漕ぐ向きは南側」「漕いでいる人の前，３

ｍまでは近付かない」など。もちろんこれは危険を考慮し，大

人（教師）が決めたルールである場合が多いことですが，“どう

してそうなんだ”という根拠を示さないと子どもたちへの本当

のルールにはならないと考えます。本校ではこういった類の

ルールは子どもたちに考えさせています。すると，「そこに立っ

ていたら危ないよ」とか「待っている人が多いから２０回で交

代しよう」という会話が自然に発生します。子どもたちが自分

たちで決めたルールは自分たちで守ろうとします。そこに本校

が目指している『自律する児童の育成』 

の姿があります。 

誰かが作った理不尽なルールは子ど 

もたちの成長を阻害すると思います。 

子どもたちを信じて，手を放してあげ 

ることが大事であり，それが大きな成 

長につながると考えております。 
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令和５年 ４月 ２７日 
鹿児島市立 桜峰小学校 
学校だより 

 

桜峰小ＨＰ 

【職員の紹介】 

【４月６日（木）入学式】 

 

【４月８日（土）新一年生をむかえる会】 

 

名前と好きなものを自己紹介した 1 年生。総務委員会を中心

にジェスチャークイズやくす玉割りも。６人の新入生たちとみん

なで楽しんだ会となりました。仕方ない。そんな印象 の子ども

たちでした。 

【４月２６日（水）交通安全教室】 

 

【４月２５日（火）幼稚園合同地震・津波避難訓練】 

 

地震があったことを想

定し，校庭へ避難しまし

た。そこで幼稚部と合流

し，次は津波の避難訓練。

幼稚部も含めてペアを作

り屋上まで避難しました。

非常用袋の中身や使い方

なども学びました。 

不審な人に話しかけられたり，危ないめ

にあったりしたときに大切な「いかのおす

し」を学びました。 

【４月１３日（木）防犯教室】 

 

【４月２０日（木）体力テスト】 

 

本校では，一校一運動を「ランニング」に

設定し，体力作りに励んでいます。記録する

道具としてもタブレットが大活躍。 


